第６２回秋田県児童生徒美術展の審査基準について
　　秋田県児童生徒作品展の審査においては、作品から児童生徒の作品に対する思いを汲み取りながら「入賞」・「話題作」を決定することとなります。つきましては、各地区審査においても次の点に十分に留意し、審査に当たられるようお願いいたします。

１　下記の応募要項の要件に合った作品であること。

    （応募要項より）

	＜題　材＞ 

※それぞれの感性のもとに、自由な発想で形や色から表現したいことが伝わるような作品　や、表現することの楽しさや喜びが伝わってくるような作品を募集します。(※１)
※著作権を侵害する恐れのあるもの、児童生徒の表現としてふさわしくない作品はご遠慮　下さい。(※２)
＜大きさ＞

　Ａ　平面作品　四つ切り大以内

　Ｂ　立体作品　一辺の長さが１ｍ以内


　補足

1 ＜題材＞についての注釈※１について

　　〇児童生徒が主体的に主題を見つけ、豊かな感性を働かせ、発達段階に即した新鮮で個性あふれる表現をしている。

　　〇児童生徒が材料や道具と主体的にかかわり、楽しさや喜びを味わいながら表現している。

　　〇多様な表現が可能な題材の中で、学習指導要領の〔共通事項〕の視点から、造形的な表現の可能性を追求しようとしている。

　②＜題材＞についての注釈※２について

　　次のような作品にはご注意下さい。

　　〇既存のキャラクターを使用するなど、著作権を侵害する恐れがあるもの。

　　〇残虐なものや性的なものなど、公序良俗に反し、児童生徒の作品としてふさわしくなも
の。

　　〇指導色が強く、類型化・固定化された表現となっているもの。

　　　・大人の手が入り、子どもの自由な表現が失われている。

　　　・〇〇式に偏ったものや写実性のみを追求するなど、表現の対象や技法が画一的で指導
過剰が伺われる。

２　各地区審査において、応募規定の規格外であるが、児童生徒の表現や鑑賞の能力を伸長さ
せるために特に希望する場合は、県への出品・展示を認める。ただし、展示方法や安全性
について各地区で十分に検討し、責任を持って作品の展示準備と管理にあたるものとする。

３　特定の領域に偏ることなく、絵画・彫刻・デザイン・工芸等幅広く学習活動のよさを紹介

できる展覧会にするよう配慮すること。

備考：展示方法等についてのご質問・ご相談は、秋田県造形研究会事業部長　小林翔子（能代市立能代南中学校）までご連絡下さい。

